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12 虫さされ、痒み止め用薬
P380～389



P380



皮膚の炎症を引き起こす虫

・血を吸う蚊        
・ノミ
・ブヨ
・アブ
・ダニ
・刺すアリ

・ハチ
・咬むクモ
・ムカデ
・接触による毒蛾
・毛虫

など

















アレルギー反応

【即時型】
虫に刺されてすぐ症状を起こす
痒み、腫れ、紅斑、蕁麻疹、ショック 

【遅延型】
虫に刺されて１～２日後症状を起こす
紅斑、丘斑、水ぶくれ
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P388～389



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
 傷口、湿潤、かきこわし、ただれ、かぶれ、目の周囲、粘膜、顔

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、しもやけ

【用法用量】
パッチを台紙からはがし、1日数回患部に貼付してください。

【有効成分（1.25㎡中）】
ジフェンヒドラミン      1.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
イソプロピルメチルフェノール 0.1g 殺菌作用
ℓ-メントール 3.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる

ムヒパッチＡ 第３類医薬品

かきむしりを防ぐ、貼るかゆみ止め！



【してはいけないこと】
記載なし

【効能効果】
かゆみ、虫さされ、あせも、かぶれ、しっしん、
じんましん、皮膚炎、しもやけ、ただれ

【用法用量】
1日数回、適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（１００ｇ中）】
ジフェンヒドラミン         2.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
パンテノール(プロビタミンB5） 1.0g お肌の正常な働きを助ける

液体ムヒベビー 第３類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部

 ・目の周囲、粘膜等
 ・傷口、湿潤（かきこわし）、ただれ、しっしん、かぶれ

顔面には広範囲に使用しないでください
長期連用しないでください

【効能効果】
虫さされによるかゆみ

【用法用量】
1日１～３回、患部に貼ってください

【成分および分量100g（1.25㎡中）】
ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ酢酸ｴｽﾃﾙ 0.025g
ジフェンヒドラミン 1.0g
イソプロピルメチルフェノール           1.0g
トコフェロール酢酸エステル   3.5g
dℓ – カンフル                             0.5g

マキロンパッチエース 第２類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・顔面には広範囲で使用しないでください
・長期連用しないでください

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、しっしん、皮膚炎、かぶれ、じんましん、あせも、しもやけ

【用法用量】
1日数回適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（１ｇ中）】
ジフェンヒドラミン塩酸塩                2.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ酢酸ｴｽﾃﾙ                   25mg 抗炎症成分
ℓ-メントール    3.5g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル                           1.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
クロタミトン  5.0g かゆみをしずめる
グリチルレチン酸  0.2g かぶれなどの炎症をしずめる
イソプロピルメチルフェノール 0.1g 殺菌作用

ムヒアルファＳⅡ 第２類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・顔面には広範囲で使用しないでください
・長期連用しないでください

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、しっしん、皮膚炎、かぶれ、じんましん、あせも、しもやけ

【用法用量】
1日数回適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（１ｇ中）】
ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ酢酸ｴｽﾃﾙ                   25mg 抗炎症成分
ジフェンヒドラミン塩酸塩                2.0ｇ かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ℓ-メントール    3.5g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル                           1.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
グリチルレチン酸  0.2g かぶれなどの炎症をしずめる
イソプロピルメチルフェノール 0.1g 殺菌作用

液体ムヒＳ２ａ 第２類医薬品



P390～391



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・創傷面、目の周囲、粘膜等

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、しっしん、皮ふ炎、かぶれ、じんましん、あせも

【用法用量】
1日数回、患部に適量を塗布してください。

【成分および分量（１００ｍL中）】
ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ吉草酸ｴｽﾃﾙ酢酸ｴｽﾃﾙ 0.15g 抗炎症成分
ジフェンヒドラミン 塩酸塩            1.0g  かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ℓ-メントール 3.5g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル                           1.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
イソプロピルメチルフェノール           0.1g 殺菌作用

液体ムヒアルファＥＸ 第２類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・かぶれ、傷口

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、しっしん、皮ふ炎、かぶれ、じんましん、あせも

【用法用量】
1日数回、患部に適量を塗布してください。

【成分および分量（１００ｍL中）】
ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ吉草酸ｴｽﾃﾙ酢酸ｴｽﾃﾙ 0.15g 抗炎症成分
ジフェンヒドラミン 塩酸塩          1.0g かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ℓ-メントール 3.5g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル                         1.0g 清涼感を与え、かゆみをしずめる
クロタミトン                                  5.0g かゆみをしずめる
イソプロピルメチルフェノール        0.1g 殺菌作用あり

ムヒアルファＥＸ 第２類医薬品



【してはいけないこと】
次の部位には使用しないでください。
・水痘（みずぼうそう）、みずむし・たむし等又は化膿している患部
・創傷面、目の周囲、粘膜等

【効能効果】
虫さされ、かゆみ、湿疹、かぶれ、皮膚炎、あせも、じんましん

【用法用量】
1日数回適量を患部に塗布してください。

【成分および分量（１ｇ中）】
ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ吉草酸ｴｽﾃﾙ酢酸ｴｽﾃﾙ 1.5mg 抗炎症成分
リドカイン 10.0mg かゆみの伝わり方をとめる
ジフェンヒドラミン塩酸塩 20.0mg かゆみ成分（ヒスタミン）をブロック
ℓ-メントール   35mg 清涼感を与え、かゆみをしずめる
dℓ – カンフル                          10.0mg 清涼感を与え、かゆみをしずめる

ウナコーワエースＧ 第２類医薬品



生活上の注意
・蚊、ノミ、ダニなどの原因となっている虫を駆除する

・外出時は、肌を露出せず、防虫スプレーなどを使用する

・小児、幼児は睡眠時の掻き壊しを予防するためにミトンや手袋を着用する
・細菌等による二次感染を防ぐために皮膚を清潔に保つ

・ガーデニングや草取りなどの際には、
虫や有毒の毛が付着しにくいゴム製手袋を使用し、作業する

・過去にアナフィラキシーを起こしたことがある場合、
または仕事などで蜂にさされる危険性が高い場合には、
アナフィラキシー補助治療薬エピペンを携帯
エピペン入手には医療機関を受診し、処方登録受諾医師による処方が必要
スズメバチの活動期で特に攻撃性が高まる６～１０月は注意



アナフィラキシー

監修 昭和大学 医学部 小児科学講座 教授 今井孝成先生



日本におけるアナフィラキシーによる死亡者数



エピペン

エピペンは、アナフィラキシーがあらわれたとき
に使用し、医師の治療を受けるまでの間、症状
の進行を一時的に緩和し、ショックを防ぐための
補助治療剤（アドレナリン自己注射薬）です。

あくまでも補助治療剤なので、アナフィラキシー
を根本的に治療するものではありません。エピペ
ン注射後は直ちに医師による診療を受ける必要
があります。







虫よけ薬
P587～588





・蚊
・ブヨ
・サシバエ
・アブ
・ナンキンムシ
・ノミ
・イエダニ

吸血害虫が吸血するメカニズム

人の呼気や皮膚呼吸より放出される
炭酸ガス（ＣＯ2）を感知



蚊に刺されやすい人の要素

・アルコール
・汗をかく
・黒い色の服
・血液型(？）O＞B＞AB＞A

O型とA型には有意差あり



ディート
化学名：ジエチルトルアミド・アメリカで第二次世界大戦中ジャングル戦用に開発

１９４６ 軍事用で使用開始
１９５７ 民生用で使用開始
・ほとんどの虫除けスプレーで主成分として使われる
・昆虫がディートの臭いを嫌うが理由はわかってない

・日本では長らく１２％以下の製品しか存在しなかった
・２０１６年高濃度製品（３０％）が第２類医薬品として発売となった



虫除け薬の作用メカニズム



イカリジン
・ディートに替わる忌避剤として西ドイツ、バイエル社が開発
１９９８発売
・ディートと同様の効果があり、ディートのような皮膚刺激性がない
・ディートにない有用性として
１．小児への使用制限・回数制限が無い。
２．ディート特有の嫌な臭いがない。
３．繊維や樹脂を傷めにくく、服の上から使用してもほとんど影響を生じない

・日本では２０１５年２月 ５％製品が発売
・２０１６年８月高濃度製品（１５％）が医薬部外品として発売
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